
Business Labor Trend 2015.12

78

労働図書館新着情報

労働図書館（資料センター）　http://www.jil.go.jp/lib/index.html
　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書115,000冊、洋書30,000冊、和洋
の製本雑誌25,000冊を所蔵している日本有数の労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パー
ト派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉などがあり、これらで、蔵
書の半数以上を占めています。このほかにも、経済書をはじめ経営学、心理学、教
育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、和雑誌（285種）、洋雑誌（120
種）、紀要（510種）、組合機関誌・紙を受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発行の統計類などの逐次刊行
物、経団連など経営者団体の刊行物や民間研究機関刊行物、社史があり、労働組
合に関しては、労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを
継続的に収集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事
録やOECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションとしては、戦前・戦後を通して歴史的に貴
重な労働組合の原資料を収集、提供しています。

所 在 地：〒177-8502 東京都練馬区上石神井 4-8-23
開館時間：9：30～ 17：00
休 館 日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03（5991）5032 ／ FAX：03（5991）5659
利用資格：どなたでもご自由にご利用できます

貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンス・サービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています

労働図書館新着情報
今月の図書紹介

①細川あつし著『コーオウンド・ビジネス』
築地書館（x+212頁，四六判）

普通のビジネスより利益も成長率も高くて、社員みんなもハッ
ピー。会社の持続性も良く、創業者の事業承継戦略としても有
効性が高い。こんなビジネス・モデルが、社員がその会社の株
主になる「コーオウンド・ビジネス」である。会社が利益を上
げるほど社員たちも潤うだけではなく、オーナー意識が、仕事
にまい進し、お互いを助け合う共通意識も醸成してくれる。米
国では、すでに民間雇用の10％をコーオウンド会社が支えて
いるという。終身雇用型にかげりのみえた日本は、一気に株主
価値極大化に舵を切ったため、このモデルは普及していないが、
著者は人々が幸せに携われる事業を模索する。多くの事例を紹
介する、従業員所有企業（ＥＳＯＰ）についての研究書。

③河西宏祐著『電産型賃金の思想』
平原社（260頁，四六判）

第二次大戦直後に登場し、その後の日本の賃金制度に多大な
影響を与える仕組みをつくった電力産業の産業別労働組合、電
産。本書は、組合員約200人にインタビュー調査をするなど長
年、電産を研究してきた著者が、若い一般読者を念頭に、電産
労働運動の志を伝えるためにつづった。電産型賃金は「社会主
義的給与体制」を組合員の間の「平等原理」により実現しよう
とする一方、賃金水準を「最低生活費」にまで高めるように取
り組んだものと指摘。また、男女同一労働に対する同一賃金制
を実現した、との見方を示している。電産の青春群像の「未熟
にして高貴な輝きの瞬間」を描写した未発表原稿を含むととも
に、「最終講義・労働調査40年の経験から」も収録している。

②ラズロ・ボック著『ワーク・ルールズ！』
東洋経済新報社（558頁，四六判）

「最も働きたい会社」として何度も首位に選ばれるグーグル
の人事担当上級副社長を務める著者が、同社の採用や業績評価、
学習組織の構築、報酬決定方法などを行動経済学や心理学のレ
ンズを通して紹介する。入社当時は6,000人だった社員が６万
人に増えていく過程で、著者は人事システムを設計。それでも
社員一人ひとりに自由裁量権を与える経営方針に変わりはない。
同社の人事プログラムは、効率性の向上、コミュニティづく
り、イノベーションに基づいているが、社員本人が死亡した場合、
通常の死亡手当に加え、未行使のストックオプションに相当す
る金額を支払うほか、死後十年間、給与の50％を残されたパー
トナーに支給するなど、ユニークな施策を展開する。

④小杉礼子他編著『下層化する女性たち』
勁草書房（xv+266+vi頁，四六判）

本書は、グローバル化に伴う労働市場の流動化やあらゆる分
野での規制緩和などを背景に、若い女性の生活が脆弱になり、
低賃金の不安定就業を続けざるをえない貧困女性の増加現象に
焦点を当てる。貧困化する女性が増加していく社会は、①貧困
化する母子世帯の増加をもたらし、子どもに生涯にわたる負の
影響を及ぼす②家族などの身内を持てない低所得で社会的にも
孤立する中年期・高齢期女性の増加につながると予測される、
と指摘。日本学術会議社会学委員会とJILPT共催のシンポジウ
ムをもとに書き下ろされた学際的な本書は、労働と家庭から排
除された貧困女性を直視、政策を提言する。編者の一人は、限
定正社員に可能性を見出し、給付付き税額控除に期待。

主な受け入れ図書
（2015 年９―10 月労働図書館受け入れ）
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山形浩生監修『第三の産業革命：経済と労働の変化』KADOKAWA（275頁, A5判） 久本憲夫著『日本の社会政策』ナカニシヤ出版（iv+361頁, A5判）

牧民雄著『日本で初めて労働組合をつくった男：評伝・城常太郎』同時代社（322頁, A5判） 河本毅著『裁判例にみる解雇法理』日本法令（1,503頁, A5判）

中田亨著『理系社員のトリセツ』筑摩書房（204頁, 新書判） 北岡孝義著『ジェネレーションフリーの社会：日本人は何歳まで働くべきか』CCCメディアハウス（255頁, 四六判）

リード・ホフマン他著『Alliance（アライアンス）：人と企業が信頼で結ばれる新しい雇用』ダイヤモンド社（201頁, A5判） 中嶌剛著『とりあえず志向とキャリア形成』日本評論社（xiv+186頁, A5判）

アンソニー・ギデンズ著『社会の構成』勁草書房（v+461頁, A5判） 杉田真衣著『高卒女性の12年：不安定な労働、ゆるやかなつながり』大月書店（239頁, A5判）
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